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引とな ってい るストレ ッサーでなく，心理的生
理的反応から評価できるので本研究で看護者に
使用した。ただし，この質問紙は心理反応と自























た（表 2)。看護者の CAS平均得点は 4点代で，
健康老人の 1点代や健康成人の 2点代，そ して
看護学生の 3点代よりもさらに高く ， t検定で
どの 2者間でも有意差が認められた。また， CAS
表1 他の対象と比較した看護者の排便習慣
対象 君護者 希随学生 健康成人 健康老人
n = 474 n = 154 n = 214 n = 336 
項目 平均年齢 25 6歳 19 4歳 47 0歳 75 8歳
自槌者 169 (35. 7%) 62 (40 3%) 61 (28.5%) 107 (31 8%) 
便 秘
非自此者 305 (65.3%) 92 (59 7%) 153 (71 5%) 229 (68 2%) 
沢検定結果 N N N 
1回以下／ 3日
排便頻度
138 (29 1%) 28 (18 2%) 30 (14 0%) 51 (15.2%) 
1回以上／2日 331 (70 9%) 126 (81 8%) 184 (86 0%) 285 (84.8%) 
x2検定結果 p < 0.01 p < 0 001 p < 0 001 
使用者 122 (25 7%) 41 (26.6%) 18 (8 4%) 64 (19 0%) 
下 剤
非使用者 352 (74.3%) 113 (73 4%) 196 (91.6%) 272 (81 0%) 
沢検定結果 N p < 0 001 p < 0 05 
注 x2検定は，すべて看護者と他対象との 4分割表で行った。
看護者の日本語版便秘評価尺度を用いた排便習慣の検討 23 
表 2 他の対象 と比較 した看護者の CAS得点
対象 希護者 希護学生 健康成人 健康老人
項目 1 = 474 n = 154 n = 214 n = 336 
* ＊ * ＊ ＊ ＊ *** 
平均年齢（歳） 25 6士59 19 4士1.0 47 0士195 75 8土 74 
性 別 女性 女性 男99女115 男77女259
＊ ＊ ＊ * * * *** 
CAS平均得点 4 22士247 3 17士256 2.37土 234 1. 97士238 
便秘群 1 = 40 (8 4%) 1 = 9 (7.3%) 1 = 3 (1 4%) n = 18 (5 3%) 
排便頻度 3日に 1回以下
便秘自槌あり CAS CAS CAS ＊ ＊ CAS *** 
下剤使用 1月に 2回以上 7.20士175 5.89士328 4 00土 2.16 5 22土 2.12
正常群 n = 149 n = 59 n = 127 n = 158 
排使頻度 1日に 1回以上 (31 4%) (34 5%) (59 3%) (47 0%) 
便秘自'iとなし CAS CAS * * * CAS * * * CAS *** 
下剤使用 なし 2 44士175 0 66士120 1 57土 155 0.84土 135 




























表 3 交替勤務看護者と 日勤専門看護者の比較
こ 象
交替勤務 I 日勤専1" t検定
n = 393 n = 81 結果
25 6土59 
年 齢
24 1土32 I 329土95 
4 6士5.2
勤務年数
3 3土3.1 I 11 1土79 
p< 0 01 
20 5士167 
ストレス反応得点
21 6士170 | 15 3士141 
4 2土267 
CAS得点

















24 深井喜代子 ・田遥和代 ・亀田和恵
゜
1 0 2 0 3 0 % 
睡眠 I1 1 s（人）
疲労 I 6 6 
排 泄
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